
         式辞 

 

第七十六期生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。 

卒業にあたって、私から、ある実業家の言葉を送ります。それは、

「人生はマラソンなんだから、１００メートルで一等賞をもらった

てしょうがない」という言葉です。 人生は長いです。そして、これ

からの人生の中で、ひとりひとりが自分色の花を、いつか、どこかで

咲かせてください。皆さんは、人の痛みを知る豊かな心を持っていま

す。焦る必要は全くありません。自分のペースで、自分の歩幅で、一

歩一歩、歩みを進めていってください。応援しています。  

保護者の皆様に一言お祝いを申し上げます。お子様の御卒業、誠に

おめでとうございます。本日ここにご卒業の日を迎えられましたこ

とを、心よりお慶び申し上げます。また、この三年間、本校教育に対

する格別の御理解と御協力を賜り、改めて御礼申し上げます。本当に

ありがとうございました。 

本校を巣立っていく皆さん、一人一人の前途を祈念しまして、式辞

といたします。卒業生の皆さん、卒業おめでとう。 

 

令和六年三月九日 
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